
 南信州地域の特性 

三遠南信自動車道 

2019 年度 天龍峡 IC～龍江 IC（仮称） 

開通予定 

【管内の概況】 

リニア中央新幹線長野県駅予定地
東京まで  約 45分（推計）
名古屋まで 約 27分（推計）

中央自動車道 座光寺スマート IC 

（供用予定時期：2021年３月目標） 

岐阜・愛知・静岡の３県と境を接している 
ＪＲ飯田線 秘境駅 

「産業振興と人材育成の拠点」 

リニア中央新幹線ルート

南信州地域
（飯田市、松川町、高森町、阿南町、阿智村、平谷村、根羽村、下條村、 

売木村、天龍村、泰阜村、喬木村、豊丘村、大鹿村） 

秋葉街道 

伊那街道 

（中馬街道） 

遠州街道 

・豊かな自然（天龍峡、日本一の星空、温泉等）

・豊富な食・農産物（果物、ジビエ、伝統野菜、シードル等） 

・民俗芸能の宝庫（霜月祭、農村歌舞伎、人形浄瑠璃等）

・南アルプスと天竜川が織りなすダイナミッ

クな地形

・面積は 1,929㎢で大阪府や香川県より広く、

87％を森林が占める 

・管内全市町村が南海トラフ地震の地震防災

対策推進地域に指定

・古くから三河（愛知県）や遠州（静岡県）と信州を結ぶ南の玄関口として発展してきて

います。豊かな自然環境の中、特色ある伝統文化が育まれ、人形芝居や農村歌舞伎等の

民俗芸能が数多く点在し、「民俗芸能の宝庫」と呼ばれています。

・産業は、精密加工技術が集積し、それを活かした航空宇宙プロジェクトなど次世代産業

の取組が進むとともに、水引や半生菓子等の地場産品の製造や、温暖な気候・中山間地

域の地勢を活かした多様な農林畜産物の生産が行われています。

・高齢者就業率はトップクラス、健康長寿でいきいきと暮らす人が多く、高齢化が進む中

にあって他地域のモデルとなり得る可能性を有しています。

・2027 年にはリニア中央新幹線の開業が予定され、三遠南信自動車道の整備も進むこと

で、ヒト・モノの交流が飛躍的に増大することが予想されます。
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【人口】 
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【人口推移・人口減少率】：国勢調査、平成 25 年 3 月推計 日本の地域

別将来推計人口（国立社会保障・人口問題研究所）、管内市町村の人口

ビジョン、【合計特殊出生率】：平成 20 年～平成 24 年人口動態保健所・

市区町村別統計（厚生労働省）と平成 22 年国勢調査の 15～49 歳の女性

人口を基に算出、【高齢化率】：平成 27 年国勢調査、【要介護認定率】：

平成 27 年介護保険事業状況報告（厚生労働省）、【人口 10 万人当たり医

師数】：平成 26 年医師・歯科医師・薬剤師調査結果（厚生労働省） 

【林野面積の割合】：平成 27 年農林業センサス（農林水産省）、【耕地面積の割合】：耕地及

び作付面積調査（農林水産省）、【可住地面積割合】：「統計で見る市区町村の姿 2016」（総務

省統計局）、【可住地面積当たり人口密度】：平成 27 年国勢調査人口/可住地面積、【道路改良

率（市町村道）】：平成 27 年度道路現況（建設部調）、【汚水処理人口普及率】：平成 27 年度

環境部調 

【第１・２・３次産業従業者割合】：ＲＥＳＡＳ（平成 26 年経済センサス-事業所に関する

集計）、【人日当たり農産物販売金額】：ＲＥＳＡＳ（平成 22 年農林業センサス）、【経営体

当たり林業総収入】：ＲＥＳＡＳ（平成 27 年農林業センサス）、【従業者当たり製造品出荷

額等】：平成 28 年経済センサス-活動調査、【第３次産業の労働生産性】：ＲＥＳＡＳ（平成

24 年経済センサス-活動調査）、【一人当たり課税対象所得】：平成 28 年度市町村税課税状

況等の調（総務省） 
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地域のめざす姿  

伝統と最先端が響き合うフロンティア「南信州」 

 

【「リニア新時代」の南信州地域の姿】 

10年後に迫るリニア中央新幹線の開業や三遠南信自動車道の整備は、南信州地域の新た

な時代の幕開けであり、地域の更なる発展が期待されています。 

このような地の利を活かし、三大都市圏によるスーパー・メガリージョン＊の一翼を担う

とともに、「リニア新時代」にふさわしいフロンティアとなるべく、次のような地域をめざ

します。 

◯「研究開発型企業の集積地域」 

・大学、公設研究機関、ベンチャー企業等が同居した研究開発支援拠点の整備 

・県外企業が研究開発部門を移転、地域企業が研究開発分野に進出 

・航空宇宙、次世代自動車、医療・バイオ等の成長分野に取り組む企業が集積 

○「交流の一大拠点地域」 

・リニア中央新幹線長野県駅や三遠南信自動車道とのアクセス道路網、コンベンショ

ンセンター・アリーナ等の整備 

・ＭＩＣＥ＊の誘致やインバウンド対応による国際交流、広域観光の拠点 

○「ＩＣＴ活用教育・学びの先進モデル地域」 

・超高速通信回線の整備促進により、地域内の小規模校を含む全ての小・中学校で、

ＩＣＴを活用した先進的教育環境を整備 

・遠隔生涯学習講座など、ＩＣＴ環境を地域住民の学びの基盤として利活用 

○「二地域居住やＵＩＪターンの全国モデル地域」 

・大都市圏との時間短縮効果と大自然との近接性を活かした「行ってみたいまち、住

んでみたいまち」＝「南信州」ブランドの確立 

・サテライトオフィス等による遠隔勤務、二地域居住やＵＩＪターンなど多様なライ

フスタイルを営む拠点 

【今後５年間の「めざす姿」と「地域重点政策」】 

「リニア新時代」の将来像を見据え、今後５年間でめざす当地域の姿と、重点的に取り

組む政策（地域重点政策）を次のとおり掲げます。 

１ 地域の潜在力を活かした産業が躍進する南信州 

 ・ 新たな成長産業の振興、産業人材づくり 

・ 地域の特性を活かした地場産業・農林業の振興 

・ 南信州地域が一体となった広域観光の推進 

２ 豊かな自然・文化と共生し、人と地域が輝く南信州 

 ・ 南信州地域が一体となった移住定住・郷学郷就の推進 

・ 交流を促進するまちづくり・交通基盤整備 

・ 南信州地域の「伝統文化」の保存・継承と活用 

126



３ 安全・安心な暮らしが実現できる南信州 

 ・ 健康で暮らせる地域づくりと地域医療の充実 

・ 誰もが生きがいを持ち、支え合う社会の形成 

・ 災害に強い基盤整備の推進・地域防災体制づくり 

また、めざす姿の実現に向けて、次の「基本的視点」のもとに、地域重点政策を展開し

ていきます。 

① 南信州の「強み」を伸ばし、「魅力」を更に高める 

② 南信州としての「一体的な取組」を進める 

③ 県境及び圏域を越えた連携を推進 

 

 

地域重点政策 

１ 地域の潜在力を活かした産業が躍進する南信州 

 

【現状と課題】 

・労働生産性が県平均以下で、事業所数も減少傾向が続いており、新たな成長産業への事

業展開の促進や地場産業の更なる振興と域外展開が必要です。 

・高等学校卒業後に進学等により地域を離れる若者が多い中、地域産業の将来を担う人材

の確保と育成が必要です。 

・消費者ニーズの高い品目や新たな品種への転換等により、高品質で競争力の強い果樹産

地づくりが必要です。 

・収穫期に入った豊富な森林資源の利活用に向け、林業の収益性向上や間伐の促進に加え、

地域材等の需要拡大や販路開拓が必要です。 

・観光客数と観光消費額は減少傾向であり、地域内に点在する小規模ながら魅力的な観光

地を活かすため、地域が一体となった広域観光の振興施策の推進が必要です。 

 

【取組内容】 

 ● 新たな成長産業の振興、産業人材づくり 

  ・旧飯田工業高校の施設を利用した「産業振興と人材育成の拠点＊」等での、航空機産業

をはじめとする成長期待分野や精密加工組立技術を活用した先進的ものづくり分野に

取り組む人材の育成、企業の技術開発や設備投資等を支援します。 

・南信州地域の企業・就職情報の一層の充実を図るとともに、東京・名古屋でのＵＩＪ

ターン希望者向けの就職支援や、進学前の高校生や保護者を対象にした地元就職への

意識付けに取り組みます。 
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● 地域の特性を活かした地場産業・農林業の振興 

 ・水引や半生菓子など伝統技術を活用した地場産業の新市場の開拓、ブランド化等を支

援します。 

・市田柿のブランド力強化への取組やリンゴ長果 25（シナノリップ）など果樹県オリジ

ナル品種の戦略的拡大により、管内最大の生産品目である果樹の更なる生産振興を図

ります。 

・シードルの製造など６次産業化の取組を支援し、農業の高付加価値化を図ります。 

・ていざなす等の伝統野菜を含め、地元農林畜産物の更なる認知度の向上と安定生産を

促進します。 

・林業の収益性向上や間伐推進を図るため、路網整備や高性能林業機械の導入を支援す

るとともに、市町村等がめざす森林認証取得や森林認証材の普及啓発・ブランド化の

支援等を通じ、地域材の流通拡大を促進します。 

 

● 南信州地域が一体となった広域観光の推進 

・南信州地域が一体となった観光地域づくりを推進するため、観光戦略の策定と戦略に

基づくプロモーションを実施する地域連携ＤＭＯの設立を支援します。 

・市町村や関係団体等と連携し、農林業や伝統工芸等の体験型観光やシードル等の観光資

源を有機的につないだ周遊・滞在型観光プランづくりに取り組みます。 

・周遊観光客の増加をめざし、隣接する愛知県東三河・静岡県遠州地域や上伊那・木曽

地域と共同で情報発信を行いながら連携を深め、周遊モデルづくり等に取り組みます。 

 

【達成目標】 

指 標 名 現 状 目 標 備 考 

シードルの醸造量 

（南信州地域振興局調） 

40.0kl 

(2016年度) 
 

南信州地域の醸造所におけるシードル（り

んごワインを含む）の醸造量 

観光消費額 

観光地利用者統計 

（観光部調） 

98.5億円 

(2016年) 
 

管内の観光地内で観光旅行者が支出した

宿泊費、交通費、飲食費等の総計 

柿の栽培面積 

（農政部調） 

517ha 

(2016年度) 
 

 

南信州地域における柿の栽培面積 

 

民有林の素材（木材）生産

量 

（林務部調） 

34,554㎥ 

(2015年) 
 

建築・チップ用等に使用される木材（丸太

等）の生産量 
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２ 豊かな自然・文化と共生し、人と地域が輝く南信州 

【現状と課題】 

・若者世代が進学や就職等により地元を離れ、極端に少なくなっています。

・リニア中央新幹線開業や三遠南信自動車道整備を見据えた道路ネットワークの整備が必

要となっています。

・南信州地域の貴重な資産である民俗芸能が、地域コミュニティの弱体化等に伴う後継者

の減少や不在から、存続の危機にさらされています。

・豊かな自然や景観、特色ある伝統文化、いきいきと暮らす人々の存在など、南信州地域

の「財産」を活かした移住者や交流人口の増加に向けた取組が必要です。

【取組内容】 

● 南信州地域が一体となった移住定住・郷学郷就の推進

・県・南信州広域連合・市町村で構成する「南信州暮らし」応援隊が主体の大都市圏で

の移住セミナーを開催し、南信州暮らしの魅力や仕事・住居等の情報を効果的に発信

します。

・南信州地域の企業・就職情報の一層の充実を図るとともに、東京・名古屋でのＵＩＪ

ターン希望者向けの就職支援や、進学前の高校生や保護者を対象にした地元就職への

意識付けに取り組みます。（再掲） 

・農業に興味を持ち南信州地域へ移住を希望する方を対象とした体験型研修を実施する

など、南信州地域での「農ある暮らし」の定着を推進します。

・公民館活動をはじめとする地域住民の生涯学習の取組や、市町村や地域づくり団体の

行う、子どもたちが地域の歴史や文化、産業を学ぶ取組を支援します。

・市町村の行うＩＣＴ活用教育等の先進的な取組を支援します。

● 交流を促進するまちづくり・交通基盤整備

・リニア中央新幹線へのアクセス道路の整備や駅周辺整備、三遠南信自動車道へのアク

セス道路及び三遠南信自動車道現道活用区間の整備を進めます。

・リニア中央新幹線開業を見据えたコンベンションセンター・アリーナ等の整備につい

て、南信州広域連合等とともに検討します。

・交通弱者に配慮した効率的な交通体系の構築に向けて、南信州地域交通問題協議会や

市町村が行う地域公共交通の確保・維持のための取組を支援します。

・日常生活や産業、教育など様々な活動の基礎となる情報通信基盤の整備や情報通信技

術の利活用を促進します。

・南信州広域連合と市町村が推進する、都市企業との交流による地域の課題解決の取組

など、南信州地域と関わりを持つ「つながり人口」の拡大に向けた取組を支援します。

・地域独自の環境マネジメントシステム「南信州いいむす２１」の推進やレジ袋の削減、

エコドライブの推進など、南信州地域の先駆的取組を活かした環境にやさしいライフ
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スタイルへの転換を図るとともに、道路アダプト＊システムや竹林整備等による環境美

化・景観育成を促進し、更なる環境先進地域づくりに取り組みます。 

 

● 南信州地域の「伝統文化」の保存・継承と活用 

・「南信州における民俗芸能継承のための基本方針注」に基づく、民俗芸能団体や継承推

進組織の行う担い手確保等の取組を支援します。 

・民俗芸能の保存・継承に協力し支援いただける南信州民俗芸能パートナー企業＊の登録

拡大を推進します。 

・地域づくり団体等の行う、地域の特色ある伝統食材や郷土料理等の保存・継承のため

の取組を支援します。 

 

【達成目標】 

指 標 名 現 状 目 標 備 考 

移住者数 

（企画振興部調） 

152人 

(2016年度) 
 

長野県外から新たな生活の場を求めて、自

らの意思により県内に転入した者の数（Ｕ

ターン就職者、配偶者が県内の結婚転入、

転出の予定のある者を除く） 

リニア中央新幹線関連道

路の供用開始箇所数 

（建設部調） 

０箇所 

(2016年度) 
 

リニア中央新幹線の関連道路のうち、2022

年度までに供用開始される箇所数 

南信州民俗芸能パートナー

企業登録企業・団体数 

（南信州地域振興局調） 

18 

企業・団体 

(2016年度) 

 

民俗芸能の保存・継承に協力し支援を行う

南信州民俗芸能パートナー企業に登録さ

れた企業・団体数 

 

 

３ 安全・安心な暮らしが実現できる南信州 

 

【現状と課題】 

・全県と比較して 65歳以上の人口割合が高く、高齢化が進んでいますが、高齢者の就業率

はトップクラスとなっています。 

・人口 10万人当たりの医師数は県平均以下であり、加えて医師の高齢化による地域医療へ

の影響が懸念されています。また、在宅医療を支える医療・介護従事者の確保が必要で、

特に中山間地域への支援が必要となっています。 

・増加する要介護高齢者と生活に困窮する高齢者世帯への対応が必要です。 

・全市町村が南海トラフ地震防災対策推進地域に指定されており、また、土砂災害等が発

生しやすい複雑な地形を有することから、地域の防災力の向上が求められています。 

 

 

 

 

注：民俗芸能の継承のために地域全体で推進すべき取組の方向性を示したもの。 

民俗芸能団体や行政機関等で構成する「南信州民俗芸能継承推進協議会」が策定。 
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【取組内容】 

● 健康で暮らせる地域づくりと地域医療の充実

・信州食育発信３つの星レストランの登録店舗の拡大など、健康に配慮した食環境整備

を進めることにより、地域住民の健康づくりを推進します。

・分娩取扱機関の開設支援等により周産期医療体制の充実を図ります。

・飯田下伊那診療情報連携システム（ism-Link）＊などＩＣＴを活用した情報共有ツール

の利用拡大等により、在宅医療・介護の連携を強化します。

・地域独自の医療職合同就職ガイダンスの開催など医療・介護従事者確保に向けた取組

を進めます。

● 誰もが生きがいを持ち、支え合う社会の形成

・延長保育・病児保育の取組や子どもの居場所づくりなど、子どもを安心して産み、育

てやすい環境づくりを促進します。

・要介護高齢者の増加に対応した施設・居宅など介護サービス基盤の整備を支援すると

ともに、高齢者の就労や社会参加活動の支援など人生二毛作社会の実現に向けた取組

を進めます。

・信州パーソナル・サポート事業の自立相談支援をはじめ、障がい者、生活困窮者、ひ

とり親家庭の親など就労機会を得ることが困難な方の自立を支援する取組を推進しま

す。

● 災害に強い基盤整備の推進・地域防災体制づくり

・緊急輸送路の防災対策強化や河川の治水対策、砂防施設等の施設整備や山地災害危険

地区の整備を推進するとともに、住宅や建築物の耐震化を促進します。

・道路施設の長寿命化や土地改良施設の補修・更新を推進します。

・防災訓練等の実施により地域防災体制の強化を図るとともに、静岡・愛知県との防災

連携会議や合同訓練により、県境を越えた応援・受援等を実施できる体制を確保しま

す。

【達成目標】 

指 標 名 現 状 目 標 備 考 

人口10万人当たり医師数 

医師・歯科医師・薬剤師調査（厚

生労働省） 

192.5人 

(2014年度) 

南信州地域の人口10万人当たりの医師数 

※2016年度数値は12月末頃公表の見込

シニア大学卒業後の社会

参加活動への参加意向率

（(公財)長野県長寿社会開発セ

ンター調）

49.2％ 

(2016年度) 

シニア大学卒業後にボランティア活動や

市民活動等へ参加する意向を示す人の割合 

住宅の耐震化率 

（建設部調） 

75.7％ 

(2015年度) 
耐震化された住宅の割合 
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